
～ お ね が い ～ 

� 風邪症状、発熱、下痢、嘔吐、元気がない、食事がとれないなど 

いつもと違う時は、登園を控え家庭でゆっくり休息とるようにしましょう。 

特に感染症の場合は他の子や職員にも感染しますので症状が引いて

から登園お願いします。ご理解とご協力よろしくお願いします。 

� 帽子は毎日かぶって登園お願いします。忘れ物防止にもなります。 

� 水筒の中身は水を入れて持たせてください。体温調整が未熟な 

子ども達は、氷を入れすぎると体を急激に冷やしますので 2～3 個

程入れて持たせてください。 

 

青空に白い雲が浮かびあがるなか、園庭には水遊びや泥あそびを楽しむ子ども達の笑顔があふれています。 

適度に休息をとりながら、この夏をみんなで元気に過ごしていきたいと思います。 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

  1 

体操あそび 

（そら・たいよう） 

2 

内科検診 

3 4 

体操あそび 

（さくら） 

5 

6 7 8 

リズムあそび 

9 

誕生会 

10 

避難訓練 

11 

山の日 

12 

職員会議・研修 

13 

 

 

14 

かずの木 

（さくら） 

15 

体操あそび 

（そら・たいよう） 

16 17 

お弁当の日 

18 

体操あそび 

（さくら） 

19 

20 

 

 

21 22 

リズムあそび 

23 24 25 

芸能に親しむ 

26 

27 

 

 

旧盆（ウンケー）28 

かずの木 

（たいよう） 

旧盆（中日）  29 

 

旧盆（ウークイ）30 

 

旧盆（ウークイ）31

芸能に親しむ 

  

  

8 月のねらい 

ほし・・・個々の健康状態に合わせて水遊びや沐浴を行い、暑い夏を 

快適に過ごす 

・・・暑さに負けず健康に過ごす  

水・泥あそびを通して保育者や友だちと関りながら一緒に遊ぶこ

とを楽しむ 

つき・・・水や泥に触れ、夏ならではの遊びを思う存分楽しむ 

そら・・・全身を使って感触あそびを楽しむ 

夏の自然に興味をもち、関わったり遊びに取り入れたりする 

たいよう・・・友だちと協力して一つの物を作り上げて遊びに取りいれ 

楽しさを感じたり、夏の活動に積極的に参加し達成感を味わう 

・・・活動と休息のバランスをしっかり取りながら元気に過ごせるよ

うにする。夏ならではの遊びを楽しみ、友だちと一緒に試し

たり考えたりしながら遊ぼうとする 
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 夏かぜとは、プール熱・ヘルパンギーナ・手足口

病などのことをいいます。うがい・手洗いをしっかり

する、部屋の湿度・温度に気をつけるなど、かぜの

予防を心がけましょう。寝るときはクーラーのタイ

マーを利用して、体が冷えすぎないようにしましょ

う。もしかかってしまったら、たっぷりと睡眠 

を取り、栄養のある食事や水分をしっか 

りとるようにしましょうね。 

 


